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プロジェクト授業　環境とアート
2021 年度の取り組み

Project Class “Environmental Problem and Art”

●長田堅二郎／富山大学学術研究部芸術文化学系

　NAGATA Kenjiro / Faculty of Art and Design，University of Toyama

●Key Words: 地域連携、環境とアート、SDG’s、漂着物

１． 概要

　富山大学芸術文化学部は、環日本海環境協力セン

ター（以下、NPEC）と協力して、景観の悪化や漁業へ

の被害、生態系への影響などを引き起こす海洋ごみ問

題について一人ひとりが理解を深め、解決に向けた取

り組みを実践していく契機となるよう、海岸漂着物を

利用したアート作品制作及び漂着物アート展での展示

指導・監修（2007 年〜）、小学生対象の制作体験会で

の指導（2007 年〜）、ロシア・ハバロフスク地方への

講師派遣（2015 年度）などで関わってきた。漂着物

アートに関する認知と海洋ごみ問題への社会的な関心

は年々高まってきており、大学連携・市民協働のユニー

クな海洋ごみ対策の取り組みとして評価されている。

　漂着物アート展は、初回の 2007 年から数え、2021

年で 13 回目となる。2018 年度で退職された後藤敏伸

先生が、特別授業「パブリックアート論」の中で実

施していた漂着物アート制作の内容を引き継ぎ、プロ

ジェクト授業「環境とアート」として再生した。授業

では漂着物でのアート制作のみにフォーカスするので

はなく、現代社会が抱える共通の問題として、若い

芸術家が環境や現況に対しどう考え、アートを通じ

て何ができるのかを深く思考する機会となるよう、コ

ンセプト主体での作品制作を奨励し、同テーマを扱っ

た現代アート作品や海外アーティストを積極的に紹介

するなど工夫した。4月の授業開始とともに、新型コ

ロナウイルス感染拡大の事態に陥り、授業開講が何度

か休講対応を余儀なくされ、制作スケジュールや授業

実施体制に大きく影響を及ぼしたが、学生らの真摯な

制作への取り組み姿勢により、なんとか作品完成まで

漕ぎ着けることができた。完成した作品は、ちょうど

リニューアルオープンを迎えたばかりの、氷見市海浜

植物園 2階展示スペースにて展示された。展示では芸

術文化学部の学生作品だけでなく、NPEC の普及事業

として毎年実施している「小学生による漂着物アート

の制作体験」で制作された作品も一緒に展示した。展

示期間中はリニューアル直後ということもあり、県内

外から多くの来園者が訪れ観覧していただけた。漂着

物を利用したアート作品の展示を通じたプロジェクト

の、海洋ごみ問題に関する市民の理解促進と、海の環

境保全に主体的に取り組む機運を高めるという目的に

少しばかり近づけたと考えている。

■展覧会

会期：2021 年 6月 11 日（金）〜 7月 4日（日）

休館日：6月 15 日（火）、22日（火）、29日（火）

会場：氷見市海浜植物園

主催：氷見市海浜植物園指定管理者アクティオ株式会

社、（公財）環日本海環境協力センター

後援：富山県、富山大学芸術文化学部、（公財）とや

ま環境財団

協力・作品制作：富山大学芸術文化学部

プロデュース：富山大学芸術文化学部 長田堅二郎

２．出品作品

「Dead tree」久世さくら

「迷子」寺嶋こころ

「sea planks」藤井朱里

「つめあわせ」朴木新

「むしゃくしゃ」村松耶々子

「たからもの」大橋結花

「ぼくのいえが！」橋夏海

「うみのおはなし」福西里桜

「からまる、あふれだす」安倍凛伽

「タダヨイ」宮田かの

「矛盾」長谷川凛子

「悲しい原材料」干場彩華

「白」横山ななみ

「海の剥製」本多志穂子

「つながっていく」西野入萌利

企画：芸術文化学部の研究活動、地域連携活動の記録
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図１　漂着物拾い風景

氷見市島尾・松田江浜にて漂着物の収集を行う。普段から地元

ボランティアによるゴミ拾いなど行われていることから、この

日の漂着物は少なかった。

図３　制作風景

制作に入る前にイメージスケッチと制作コンセプトをまとめた

プランシートを作成し、授業内で発表するとともに、ディスカ

ッションを行った。その内容を受けて制作課題を見直し、実際

の制作へと入る。制作手法においては、極力環境への負荷を減

らす努力として、接着剤や新品の釘ネジなどを使用した固定方

法は控え、拾ってきた漂着物の中から、紐やネジなどを利用し

たり、流木などではほぞを組むなどして、固定する方法を工夫

した。

図２　制作準備風景

収集した漂着物は入念に洗浄し、余分な汚れや匂いなどを取り

除き、次の授業での制作開始までアトリエ内でしっかりと乾か

しておく。

図４−５　展示風景

展示作業まで授業内に自分たちで協力し行った。

図６-７　作品近影

純粋にアート作品としても質の高い魅力的な作品が揃った。
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